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序

西都市には全国的にも有名な特別史跡・西都原古墳群をはじめ茶臼原・三納 。三財古墳群

など現在650基余の古墳が点在し、また、奈良時代に置かれた日向国府 (推定)や 日向国分

寺・同尼寺跡も保存され、さらに、市内の各所からは縄文時代や弥生時代の遺跡が発見され

ています。これらのことは、古くから政治・文化の中心地として栄えていたことを物語って

おり、古代史解明の重要な地位を占めています。

しかし、近年の諸開発によって失われていく遺跡も少なくなく、埋蔵文化財の保護行政を

一層充実していかなければならない時期にきております。

本書は、市水道課の委託を受けて実施した、平成 4年度上宮配水池建設工事に伴う発掘調

査の結果報告であります。

調査の結果、三宅神社に関連があると思われる平安時代末期～中世期前半の溝状遺構をは

じめ多量の土師器が混入された上坑が検出され、また、西都市でははじめての柱列 (柵列)

状遺構が検出されるなど、貴重な資料を得ることができました。

この報告書が、学術研究の資料としてだけでなく、郷上を理解するための資料として、社

会教育や学校教育の面にも広く活用されるとともに、埋蔵文化財に対する理解と認識が得ら

れれば幸いと存じます。

なお、調査にあたってご協力いただいた市水道課をはじめ、発掘調査にたずさわっていた

だいた方々、並びに地元の方々に哀心より厚く御礼を申し上げます。

平成 5年 3月 25日

西都市教育委員会

教育長 平 野  平



・  例   言

1.本書は、市水道課の上宮配水池建設事業に伴い、平成 4年度に実施した上宮第 3遺跡の

発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、市水道課の依頼を受けて、西都市教育委員会が実施した。

3.調査組織は、次のとおりである。
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4.遺物の実測・ トレース。図面の作成は福田・蓑方が行った。
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遺跡番号 遺 跡 名 遺跡番号 遺 跡 名 遺跡番号 遺 跡 名
1001 西都 原 古 墳 群 1011 上 宮 古 墳 1021 童 子 九 遺 跡
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1008 日向 国分 寺 跡 1018 上 妻 遺 跡 3001 松 本 塚 古 墳
1009 国 分 遺 跡 1019 経 塚 3002 松 本 遺 跡
1010 上 官 遺 跡 1020 法 元 遺 跡 3008 三 納 古 墳 群

第 1図 遺跡位置図



I日 調査に至る経緯

西都市水道課では、上宮地区の上水道改良に伴い配水池 (P,Cタ ンク)を建設する計画

がなされたが、建設地が西都原であることから西都原協議会で協議されることとなった。

それは、西都原の風致保存については、宮崎県知事 。宮崎県教育長 。西都市長・西都市荻

育長の4者で確認 (確認書)さ れており、この確認書の第 4項に「西都原に関して定期的に

又は必要に応じて関係機関の協議会を開き意見の統一をはかる」とあり、西都原に関したこ

とについてはこの協議会 (西都原協議会)の意見の統一によって進められていることから、

行われたものである。

当初は西都原運動公園の北側に計画がなされたが、西都原運動公園の北側一帯は現在のと

ころ開発が進んでいない地域であることから、建設地の変更をお願いし、再度協議すること

となった。

このようなことから、水道課では建設地を再度検討した結果、西都原運動公園の南側で、

すでに開発が進んでいるところに計画変更がなされた。

これを西都原協議会で再協議の結果、同地はすでに開発が進んでいる地域でもあることか

ら、周りに樹木を植栽しなるべく見えないようにすること、また、三宅神社の隣接地で周辺

には古墳が点在する周知の埋蔵文化財包蔵地でもあることから事前調査が必要であるなどの

意見の統一をみて、事業が実施されることとなった。

調査は、担当課の水道課から依頼を西都市教育委員会が受け、建設地2,025∬全面の発掘

調査を実施し、平成 4年 8月 10日 に着手、同年11月 9日 に終了した。

Ⅲ.遺跡の位置と歴史的環境

西都市は、宮崎県のほぼ中央部に位置する内陸都市で、地形としては西方に九州山地を背

負った形容を表し、その九州山地から岬様に南東へ、東へと幾条にも台地が延びている。ま

た、市街地を中心とする平野部の東端を南流する一ツ瀬川及び支流の三財川 。三納川等が沖

積地を潤し、豊かな農地が形成されている。

本遺跡は、この幾条にも延びた台地のうち、西都平野に向かって南南東に延びた西都原台

地南端に位置している。この西都原台地には全国的に周知される特別史跡 。西都原古墳群

(柄鏡式を含む前方後円墳30基・方墳 1基 。円墳278基)が群在し、中央部には特別史跡309

基には含まれない男狭穂塚と女狭穂塚古墳 (明治28年 12月 4日宮内庁陵墓参考地として治定)

2基の巨大古墳が偉容を誇っている。男狭穂塚は全長217術・高さ18れ、女狭穂塚は全長174

桁・高さ15,の九州随―の規模を誇る前方後円墳で、10.5舛 の々静粛な照葉樹林に囲まれた

森に保存されている。



ところで、本遺跡の東側に隣接して三宅神社が存在している。この三宅神社は平安時代末

期には存在したと推定される神社で、しかも西都原台地上に立地し、天孫瑣々杵尊が祭神で

あることからも日向地方において崇拝厚い神社であったと思われます。古記録によると一年

を通じて大 。中。小の祭事が行われ、97回 にも及んでいたことが記され、特に6月 夏至の日

の天孫降臨祭・8月 15日 の国家安穏祭 。10月 1日 と11月初卯の日の山陵祭が同神社の三大祭

とされていた。このなかで、山陵祭は西都原の男狭穂塚を対象にした祭事で、古くは可愛塚

神社 (現在可愛塚神社跡が男狭穂塚の基台上に残っている)で催されていたものであるが、

現在でも西都原古墳祭として継承されている。

なお、三宅神社の北側に隣接して上宮遺跡が存在するが、同遺跡からは14条の溝状遺構及

び長方形土坑が確認されている。これらの遺構は、三宅神社に関連のあるものと推定され、

神社域にも含まれていることからも注目される。

また、本遺跡の南西0.23キロには上宮城跡、北北東0.38キロには三宅城跡 2つの中世の城跡が

所在し、さらに、同台地南側中間台地には奈良時代に建立された一国一寺の日向国分寺跡等

が保存されていることからも、本遺跡を含む周辺地域は歴史的にも価値の高いところである。

Ⅲ.調査の概要

調査は対象地の全面が造成され、中央に配水池、その他はコンクリートで舗装されること

から全面の発掘調査を実施した。

まず、簡単な試掘調査を行った結果、アカホヤ火山灰層が残存していたのが確認されたの

で、その結果をもとに重機により表土及び黒色土を剥ぎ、アカホヤ層面での本格的な調査を

実施した。また、ほぼ東西南北に10m方のグリットを設定し、遺構 。遺物の確認を行った。

最後に、アカホヤ火山灰下層の縄文時代及び旧石器時代の文化層 (遺構 。遺物)の確認の

ためのトレンチを各所に設定し調査を行ったが、アカホヤ火山灰層下層からは遺構 。遺物は

検出されず、この時点で文化層はないものと判断し、調査を終了した。

調査の結果、最も古い時代の遺構として弥生時代後期の住居跡 1軒、そして、平安時代末

期から近代までの溝状遺構10条 。土師器杯などが多量に出土した土坑など土坑10基、さらに、

掘立柱建物跡 2軒や柱列 (柵列)状の遺構を含む約850個 ものピットが確認されました。

遺物は住居跡から弥生土器、 1号土坑から多量の杯及び高台付碗などの上師器をはじめ県

内では類例がない高台のついた鉢形の内黒土器、そして、溝状遺構からはその時代を反映す

る土師器・須恵器 。青磁などが出土しました。

これらの詳細については後述するとして、三宅神社に関連のあると推定される溝状遺構や

多量の土師器が出土した土坑が検出されたこと、また、西都でははじめての柱列 (柵列)状

遺構などが検出されたことは大きな成果である。
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なお、本遺跡の基本土層は第 I層が表土 (耕作土)、 第Ⅱ層が腐食上、第Ⅲ層が黒色土、

第Ⅳがアカホヤ火山灰層、第V層が黒褐色上、第Ⅵ層が暗褐色土、第Ⅶ層が褐色上、第Ⅷ層

が黄褐色土 (第 2オ レンジ層)と なっている。

表土 (耕作土)

腐食土

黒色土

明責褐色土 (Hue10YR6/6)
アカホヤ火山灰層

黒褐色土 (黄褐色)(Hue10YR2/2)
アカホヤ火山灰下層・粒子が荒い

黒褐色土 (Hue10YR2/2)や や硬質
暗褐色土 (Hue10YR3/3)硬質
褐色土 (Hie10YR4/4)硬質
黄褐色土 (Hue10YR5/6)
赤色・責色などのあらい粒子が多量混入

第 2図 基本土層図
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西都原第 307号墳

三宅神社

第 3図 遺跡周辺図 -5～ 6-
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ⅣB遺構と遺物

1.弥生時代の遺構と遺物

(1)住居跡 (第 5図・ 6図 )

(遺構) 住居跡は調査地の北西部F-2グ リットから1軒検出されている。方形状プラ
ンの竪穴式住居跡であるが、北西隅を7号溝状遺構と切り合っており、削平されている。長

軸3.42桁 。短軸2.8れの規模を有する。床面は平坦的で、径が30▼前後 。深さ15～ 51学 の円

形柱穴が 4個検出されているが、主柱は中央部位置する2本と思われる。壁面は約70度で立

ち上がり、壁高は20ア を計る。

(遺物〉 弥生土器約30点が出土しているが、そのほとんどが甕形土器である。 1・ 2は
口縁部が「く」字状に外反した甕形土器で、胎上はあらく、調整はヨコナデ調整である。 3

は口縁端部が水平を呈した壺形土器の口縁部、 4は顕部に突帯を施した壺形土器で、胎土は

あらく、調整はヨコナデ調整である。 5は甕形土器の底部で、底径 6.0▼を計る。胎土はあ

らい。

I～褐 色 土

Ⅱ～暗褐色土
0                2m

第 5図  1号住居跡実測図



②

④

0                          1ocm

第 6図 住居跡出土遺物実測図

その他の遺物

4号溝状遺構から高杯形土器の脚部が出土している。

脚部が垂直に延びるタイプのもので、胎土はあらく、ヘ

ラで面取りした後ナデ調整が施されている。

0                         10cm

第 7図 弥生土器実測図

2日 古墳時代の遺構 と遺物

古墳時代に比定される須恵器が 1号 。2号 。3号溝状遺構などから出上しているが、これ

らの溝状遺構は出土遺物から平安時代末期～中世期前半と推定されることから、同遺構に混

入したものと思われる。しかし、隣接地には円墳が位置していることから、周辺地域に遺構

の存在が想定される。

遺物は、口縁部に幾状かの凹線内を施し、その間に波状文が描かれた大型の壺形土器 (1

― ユ0-



～ 5)、 外面格子目の叩き。内面同心円の青海波紋の叩きがほどこされたもの (6。 9)な

どがが出土している。なかでも、 1・ 4・ 5は 1号、 3は 3号、 2は 5号溝状遺構と出土地

点は異なるものの、同一個体と思われる。

これらの遺物は特徴から須恵のⅣ b期、 6世紀末～ 7世紀初頭に比定される。

第 8図 出土遺物実測図 。拓影

0                    10cm

(須恵器 )



⑦

①

0                    1ocm

第 9図 出土遺物実測図・拓影
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3.古 墳時代遺構の遺構 と遺物

(1)土坑 (第 4図 。10図～14図 )

1号土坑 (第 10図～13図 )

(遺構) 1号土坑は、南西部B-2～ C-3グ リットから検出されたもので、第Ⅱ層の
黒色土で多量の上師器片が出土することから確認された遺構である。プランは掘込みが浅く、

わずかにアカホヤ火山灰層に床面が不整形に残存しているのみで判断が難しいが、遺物の出

土状況から長方形あるいは楕円形と思われる。

遺物の出土範囲は長軸約6.9ギ万・短軸約3.3(万を計り、わりと大きな規模の土坑である。

(遺物) 出土遺物のほとんどが土師器で、しかもその900/0以上が杯あるいは高台付碗の

破片である。その個体は底部 (底部片)を教えただけでも300点以上にもなり、その比率は

9(不):1(高 台付碗)の割合である。
また、注目されるのは口縁部が内湾し、長めの高台が付いた鉢形の内黒土器 (32)が出土

していることで、現在のところ県内には類例がないようである。内黒土器はもう2点完全に

d◎

が亀
膀
鬱

◎

い
Ｏ

ё

亘
υ

亀
↑

？
④

Q
ωミ0ゃ

誤が丘孔
晒 影
`錬
重 鳶 ①

0 2m

第10図  1号土坑実測図
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復元できないが、高台付碗 (33・ 34)が出上している。

不はすべてヘラ切り底で、底部及び法量によって、

A.底部との境目に段を有するもの (1～ 6)

口縁部径9.5～ 10.5ア 。器高 2.5▼前後 。底径 4.5亨前後 一― Aa(1)
ク    ・器高 3,7▼前後・  ク   ーー Ab(2・ 3)

口縁部径12.0～ 13.0▼・器高3.7▼前後・底部 5～ 6.5▼前後 ―― Ac(4。 6)

B.底部との境目がはっきりしているもの (7～ 16)

口縁部径9.5～ 10.5▼・器高 3ア前後・底径 5▼前後 ―― Ba(7)
ク    ・器高 4▼前後・  ク   ーー Bb(8～ 10)

口縁部径10.5～ 11.5ア・器高 4▼前後・底径 6▼前後 ―― Bc(11・ 12)

口縁部径ll.5～ 12.5ア・器高 4.5▼前後 。底径 5▼前後 ―― Bd(13～ 16)

C.底部との境目が九みをおびてはっきりしないもの (17～ 22)

口縁部径10.5～ 11.5▼・器高 3▼前後・底径 5▼前後 一― Ca(17・ 18)

口縁部径11.5～ 12.5▼ 。器高 4ア前後・底径 6▼前後 ―― Cb(19。 20)

ク     ・器高 5▼前後・  ク   ーー Cc(21)
に分類される。口縁部は外方向に直線的あるいは内湾ぎみに立ち上がっている。いずれもヨ

コナデ調整が施されている。

高台付碗も高台によって、

A.2▼前後と長く、外方向にストレートぎみに延びるもの (23～ 25)
B.外方向に短く、「く」字状に大きく外反するもの (26～ 28)

C.外方向に短く、延びるもの (29～ 31)

に分類される。高台端部は丸みをもち、いずれも杯と同様ヨヨナデ調整が施されている。

その他、同土坑からは小型の高杯 (35。 36)が出土しているが、35は受部及び脚柱、36は

裾部で直線的に大きく広くタイプのものである。また、37は凸面に横方向の縄日、凹面には

布痕を残す平瓦である。

なお、これらのなかで土師器については、詳細な観察表を掲載したので参考にしていただ

きたい。



0                     10cm

第11図  1号土坑出土遺物実測図
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第12図  1号土坑出土遺物実測図

―-16-―



⑦

⑮～⑫ l号土坑

⑬～⑫ 2号土坑

0                      10C皿

第13図  1号 。2号土坑出土遺物実測図・拓影
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2号土坑 (第 14図 。15図 )

(遺構〉 調査地の南東部B-4グ リットから検出された上坑で、隅九の長方形プランを

呈している。長軸1.83術・短軸0,7れの規模を有し、床面は平坦的で、壁面は約60度で立ち

上がり、壁高は浅く0。 11術 を計る。円形ピットが 4個掘 り込まれているが、同遺構に関連す

るものではないと思われる。

(遺物〉 土坑の北東、長軸側に1列に並んで出土している。いずれも完形になりうるも
ので、杯 3点・碗 2点の計 5点である。杯は底部からいくとA(38)と Bタ イプ (39・ 40)

が含まれるが、器高が高く、口縁部も外反しており、全体的なタイプとしては異なる。また、

高台付碗 (41)も 高台端部が平坦で、 1号土坑のものとはタイプが異なる。さらに、底部が

斜め下方向へ強く張りだした碗 (42)も 出土している。

0                        2m

第14図  2号土坑実測図
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3号土坑 (第 4図 )

(遺構〉 調査地の東部C-5～ D-5グ リット、 2号溝状遺構に隣接して検出された土

坑で、隅九の長方形プランを呈している。長軸2.0術・短軸1.4れ、床面は平坦的ではあるが

傾斜している。壁面は約75度で立ち上がり、壁高0。44れ を計る。

遺物は出上していない。

4号土坑 (第 4図 )

く遺構〉 C-5グ リット、 2号溝状遺構の東に隣接して検出された土坑で、楕円形プラ
ンを呈している。長軸 2.0桁・短軸 1.4れ、深さ0.33術を計る。

遺物は出土していない。

5号土坑 (第 4図 )

(遺構〉 C-3グ リット、 1号溝状遺構の西に隣接して検出された土坑で、楕円形プラ
ンを呈している。長軸1.6イ形・短軸1.0れ、深さ0.32行を計る。

遺物は出上していない。

6号～ 8号土坑 (第 4図 )

(遺構〉 これら3基の上坑は、調査地の南西部B-2グ リットに並行して位置している。
6号 。7号土坑は長方形プランを呈し、 6号土坑は長軸1.76rル ・短軸1.3れ、深さ0.35れ、

7号土坑は長軸1.8桁 。短軸1.4rル、深さ0。 35行 を計る。 8号土坑は楕円形プランのもので、

長軸1.75術・短軸1.4r房、深さ0.35術を計る。

いずれの上坑からも遺物は出上していない。

9号土坑 (第 4図 )

(遺構) 調査地の北東部E-4～ F-4グ リット、 7号溝状遺構の南に隣接して検出さ
れた土坑で、楕円形プランを呈している。長軸 1.5,・ 短軸1,05桁、深さ0,1術を計る。

遺物は出土していない。

10号土坑 (第 4図 )

(遺構〉 調査地の北西部F-2グ リット、 7号溝状遺構と切り合って検出された土坑で、
北側半分程が削平されている。円形プランと推定される。径1.7れ 。深さ0.2れを計る。

遺物は出土していない。
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(2)溝状遺構 (第 4図 。16図・17図 )

1号溝状遺構 (第 16図 )

(遺構〉 調査地の南中央部からわずかに蛇行しながら北へ延び、中央部で屈曲して西に
延びている溝状遺構である。ほとんどの溝状遺構が東西に延びているため、中央部では2号・

4号・ 5号・ 6号溝状遺構と切り合っている。また、途中から二股に別れて西に廷びている。

現存長52.0れ 。幅0.7～ 1.2術・深さ0.2～ 0.3r形を計る。

(遺物〉 1号溝状機構からは須恵器 (第 8図 1・ 4～ 6)。 土師器・瓦器・陶磁器などが出

土している。全体的には土師器と須恵器が多く、土師器が600/O・須恵器が350/O以上を占める。

土師器は完全に復元できうるものはないが、杯ではA～ Cタ イプ (1・ 2-Ac、 3・ 4-
Bc、 5・ 6-Ca、 7-Cb?)、 高郭ではAタ イプ (8)。 Bタ イプ (9。 10)の Cタ
イプ (11)も のが出上しており、これらがほとんどを占める。12は口縁推定径21▼・器高7.3

▼ 。底推定径 7▼を計る鉢形の瓦器で、灰白色を呈している。13は短く端部が平坦な高台

が付いた鉢形の陶磁器で、底径 6.3▼、緑灰色を呈している。

2号溝状遺構 (第 16図 )

(遺構〉 調査地の南東端から直線的に北に延び、中央部で110度の角度で西に延びてい
る溝状遺構である。東部で 3号 。中央部で 2号・西部で4号溝状遺構と切り合っている。溝

状遺構のなかでは最大のもので、現存長62.Or形・幅1.7～ 2.6r形・深さ0.27～ 0.37術を計る。

(遺物〉 遺物は須恵器 (第 9図 7,10)土師器・青磁の約30点が出上している。土師器は
小片でタイプの判断は難しいが、杯はCタ イプのものが含まれているようである。14は Bタ

イプの高台付碗、15は鉢形 (浅丸形)の青磁で、明緑灰色を呈している。

3号溝状遺構 (第 16図 )

(遺構〉 調査地の東中央部から東西に延びている滞状遺構で、 2号溝状遺構と切り合っ
ている。現存長19.2イ万・幅0.6～ 0。8術・深さ0。 16～ 0。22,を計る。また、東端には堰と想定

される遺構が存在する。

(遺構〉 遺物は須恵器 (第 8図 3・ 9図 8)・ 土師器が少量出上している。17は小甕 (銭
甕形)の須恵器で、上げ底の推定径12▼ を計る。16は糸切り底の皿で、上げ底ぎみである。

糸切り底の土器は、本遺跡ではこれを含めてわずかに3点出上しているのみである。

4号・ 5号溝状遺構 (第 17図 )
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(遺構〉 3号溝状遺構の北、ともに東西に延びている溝状遺構である。中央部から東は
重複している。また、西部端で 1号溝状遺構 (4号 )、 東部で 6号溝状遺構 (4号・ 5号 )

と切り合っている。

4号溝状遺構は現存長18.3r万 °幅1.2～ 1.6れ・深さ0.2術前後、中央部から東部にかけて幅

約40▼範囲で礫が集石 (配石)さ れている。 5号溝状遺構は現存長18.3桁・幅1.2～ 1.6,・

深さ0。43～ 0。73術、中央部付近を中心に礫が散布している。

(遺物〉 4号溝状遺構からは須恵器 (第 9図 11)・ 土師器・陶器の約50点が出土してい
る。19は Aタ イプの杯であるが、底径は大きく7▼を計る。18は Cタ イプの杯である。20

は常滑系の大壷の口縁部で、口唇部は折り返され九みをもっている。器厚はあつく、灰オリー

ブ色を呈している。21～ 23は浅半球形の小碗で、21は 自然釉がかかり緑色、22・ 23は灰白色

を呈している。

5号滞状遺構からは須恵器 (第 8図 2・ 9図 9)。 土師器の約20点が出土しているが、土

師器のほとんどはCタ イプ (24～ 26)の高台付碗と思われる。

6号溝状遺構

(遺構〉 調査地の北東部端から斜め下方向 (西南西)に延びている溝状遺構であるが、
そのほとんどが 4号 。5号溝状遺構と重複している。現存長17.5術・幅0.6れ前後・深さは

浅く0.06れ を計る。

(遺物〉 遺物は出上していない。
7号溝状遺構 (第 4図 )

(遺構〉 調査地の北側、北東端から西に延びている溝状遺構で、中央部で8号溝状遺構。

西部で弥生時代の竪穴式住居跡と切り合っている。現存長34.0ボ万・幅0.9～ 1.5桁・深さ0.3～

0.56術を計る。

(遺物〉 遺物は出上していない。
8号溝状遺構 (第 4図 )

(遺構〉 7号溝状遺構と重複あるいは並行しながら西に延びている溝状遺構で、現存長
25,0術・幅0。 95～ 1.15術・深さ0。 14～0.2れを計る。

(遺物〉 遺物は他溝状遺構と同様の須恵器の小片が出土いているが、器形などは判断が
つきにくしヽ。

9号・ 10号溝状遺構 (第 4図 )

(遺構〉 調査地の中央部から並行して西に延びている小さな溝状遺構で、 9号溝状遺構

は現存長13.9,。 幅0.5術前後・深さ0。 1術前後を計る。10号溝状遺構は現存長14,9,。 幅0.5

,前後 。深さ0.1術前後を計る。

(遺物〉 遺物は出上していない。
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(3)掘立桂建物跡 (第 18～20図 )

1号掘立桂建物跡 (第 18図・20図 )

(遺構) 1号溝状遺構と2号溝状遺構に狭まれたC-4グ リットから検出されたもので
ある。柱穴の形状及び埋土状況から3回建て替えられているようで、その際 1回は東側に増

築されている。また、これらの柱穴と並行して南側に3個存在するが、これが同建物跡に関

連した柱穴であれば、 2回増築されたことになる。主軸の方向はN-16° 一E、 柱穴はすべ

て円形で、柱間1.5～ 2.5イ万、深さ0.14～ 0.45イラを計る。

(遺物〉 土師器がほとんどで、わずかにP3と P13か ら須恵器が出上している。須恵器
は他遺構同様Ⅳb期の甕 (壺)形土器で、土師器はA～ Cタ イプ (1～ 5)の郭が出上して

いるが、 5は Cタ イプではあるものの底径6.5▼を計る皿に近い形の杯である。また、 Cタ

イプの高台付碗で、表面黒色を呈した黒色土器 (6)が 1点のみ出上している。
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第18図  1号掘立柱建物跡出土遺物実測図
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2号掘立柱建物跡 (第 19図 )

(遺構) 1号 溝状遺構の南、B-4グ リットから検出されたもので、
接している。

2間× 5間のもので、主軸N-15° 一E、 桁行 (NS)2.6術 。梁間
る。

柱穴はすべて円形で、柱間 1.2術前後、深さ21▼～49▼ を計る。

(遺物〉 遺物は出土 していない。

第19図  2号掘立桂建物跡実測図

プ

ミ互
=テ

テ多ガ
イ
Ь

1号溝状遺構と隣

(EW)6.2行 を計

③

0                    10clll

第20図  1号掘立桂建物跡出土遺物実測図
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(4)柱穴 (ピ ット)

(遺構〉 調査地全面に約850個検出されている。いずれにしても狭範囲にこれだけの数

が検出されており、何回となく同場所に掘立柱建物が建てられたことを表していることから、

より複雑な柱穴群となっている。また、出土遺物も限られていることから、時代的なことな

ど判断が難しく、不明な点が多い。

(遺物〉 遺物は土師器がほとんどで約200点、わずかに須恵器が含まれている。土師器
は杯が多くA～ Cタ イプものが含まれているが、小片が多く細かい器形の判断が難しい。

＼＼＼＼＼＼、___―i==!三ΞΞラ多そ

`争

″

9      1     lpclll

K
′

⑩

卜)出土遺物実測図・拓影
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杯はA～ Cタ イプ (1～ 8)の ものが含まれ、高台付碗は、量的に少なく、Bタ イプ (9)

とCタ イプ (lo)の ものが含まれている。また、高台付碗ではBタ イプと思われる内黒土器

(■)も 出上している。

その他、量的には圧倒的に少ない皿 (12・ 13)や糸切り底の杯 (14)が出上している。12

は低部との境目がはっきりしない、13は段をもつ小皿の土師器である。

(5)そ の他の遺物 (第22図 )

B-2グ リットで、 1号溝状遺構に接したわずかな窪みから、本遺跡では貴重な小皿が 3
枚並んで出上している。薄手の小皿 (1～ 3)で、低部との境目がはっきりしている。また、

その北部、C-3グ リットのわずかな窪みからは高台付の小皿が出土している。厚手で、高
台は下方向に延び、高台端部は尖りぎみのものである。本遺跡からは類似品はみあたらない。

0                     10cIB

第22図 出土遺物実測図

4.時 代不明の遺構

柱列 (柵列状)遺構 (第 図)
調査地の北部、 7号溝状遺構と5号溝状遺構との間を中心にして、東西に4列並行して延

びている。いずれも円形で、径40▼前後 (径25▼～55▼)が多く、深さは浅く20前後を計
る。埋土も他柱穴は黒色あるいは黒褐色なのに対し、灰褐色を呈している。

遺物は出上しておらず、時代的なことなど判断に苦しむが、埋土及び検出状況などから中

世以降の遺構と推定される。また、使用目的についても、昔時三宅神社の寺域でもあったこ

とから、三宅神社に関連した遺構とも思われるが、不明な点が多く判断が難しい。

―-28-
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めとま

日 高 正 晴

このたび発掘調査した上宮第 3遺跡は、古い由緒をもつ三宅神社の、すぐ後背地に所在し

ているので、特に、神社との関連で特殊遺構などの出現というようなことも考えられた。

調査結果は、予期した通り10本の溝状遺構、および10基の上坑、それに掘立柱の建物跡な

どが確認されたが、さらに関心がもたれたのは、 5号溝状遺構と7号溝状遺構の間の平坦な

基台面に、四列にわたり、柱穴列が柵状につくられていたことである。また、この遺跡の全

面にわたって約850個の柱穴状遺構が認められたことも、それなりに、この遺跡の意味する

歴史性を示唆しているように思われる。

ところで、平成 2年の9月 から10月 にかけて、同じく三宅神社の北、約100mの場所につ

き、事前調査を行った。そして調査の結果では、14本の溝状遺構と3ケ所に長方形土坑が確

認された。この両者の調査で相違していることは、今回の方が、柱穴状遺構などが極めて多

く、また出土遺物も、土師器などを主として、かなり出土したことである。

それでは、ここで三宅神社の歴史につき、その概要を述べてみたい。まず、ご祭神は、天

孫降臨伝承にゆかりのある天津彦火裟々杵尊を奉祀してあるが、鎌倉時代初頭の建久 8年に

編集された『日向国図田帳』には、「福野宮神田廿五町」とあるので、この神社の創建はか

なり古い時代まで胡ると推定できる。

また、この三宅神社は、西都原古墳群内の象徴的墳墓としての男狭穂塚、女狭穂塚に対す

る祭祀行事を執り行ってきたので、その信仰儀礼は、特に、荘厳なものであった。そのよう

なことからして、この神社の年間の祭典は97回 に及んだとある。その中でも、6月夏至の天

孫降臨祭、8月 15日 の国家安穏祭、それに10月 1日 と11月初卯の日の山陵祭は、中世期にお

ける三大祭といわれてきた。

ところで、郷上の先学、児玉賞満翁は、その著書、『笠狭大略記』の中で、この三宅神社

一帝の地を「笠狭御崎」の本源地にあてている。

このような観点に立ってこの上宮第 3遺跡を考察した場合、四列の長い柱列遺構の存在な

ど、極めて祭祀儀礼的な遺構と考えられる。古くは、この遺跡のかなりの地域は、神社の境

内に含まれていたものと思う。この柱列遺構には、ほとんど遺物は出上していないが、もし
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かすると、多量の上師器を出土した 1号土坑には、祭祀行事に使用した祭器としての上師器

が、終了後に、この上坑内に入れられたものかもしれない。いずれにしても、この遺跡から

の出土品は、大部分、土師器であるか、その中でも高台付土師器が比較的多かったのは、年

間に100回近い祭祀儀礼行事に使用された祭器としての土師器が、その後、この地に遺存し

たものと思われる。 2軒現われた掘立柱の建物遺構にしても、恐らく、三宅神社に関連があ

るのではないかと思われる。なお、上宮遺跡 (上宮 2号遺跡)で も存在し、また、今回も発

見された数多くの溝状遺構が、何の目的で掘込まれたのが、さらに検討してみる必要がある。

ところで、この遺跡の年代であるか、主として、平安末期頃から中世期前半頃の祭祀遺跡

とみることができるが、その場合、三宅神社の祭祀儀礼に関連するものとみなされる。
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図    版





図版 1

上宮第 3遺跡近景

調査地南側遺構分布状況

1号土坑遺物検出状況 1号土坑検出状況

2号土坑検出状況 3号土坑検出状況
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図版 2

1号溝状遺構検出状況 2号溝状遺構検出状況

調査地北側遺構分布状況 (南東部より)

4号・ 5号清状遺構内配石検出状況 5号溝状遺構土層検出状況

調査地北側遺構分布状況 (北西部より) 7号・ 8号清状遺構検出状況
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図版 3

2号 。9号 。10号溝状遺構検出状況

蔦

弥生時代住居跡検出状況

1号・ 2号掘立柱建物跡検出状況

1号掘立柱建物跡柱穴 (P12) 1号掘立柱建物跡柱穴 (P2)検 出状況

2号掘立柱建物跡検出状況 柱列 (柵列)状遺構検出状況
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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